【１】青森県
　　問１

　

　　問２

　　問３


　　以下はメモ欄
　

【２】島根県

これから、田中さんたちのグループで行った「言葉」についての話し合いを放送します。あなたもこの話し合いに参加しているつもりで、放送をよく聞いて、あとの問１～問３に答えなさい。
放送は一回だけです。メモを取りながら、しっかり聞きましょう。メモは、話し合いの中で何が話題になっているのかということや、話し合いがどのように進んでいるのかということに注意して取るとよいでしょう。

問１
話し合いの中で、話題になっていないことを、次のア～エの中から一つ選び、記号で答えなさい。

ア
虫たちの言葉での伝え合い

イ
国や地域による言葉の違い

ウ
言葉というもののとらえ方

エ
人間の言葉がもつはたらき

問２
最初の田中さんの発表の後、話し合いはどのように進んでいますか。最も適当なものを、次のア～エの中から一つ選び、記号で答えなさい。

ア
それぞれが根拠をあげて賛成意見を述べ合い、話題を発展させている。

イ
それぞれが根拠をあげて賛成意見を述べ合い、発表内容を確認している。

ウ
反対意見をもとにそれぞれが意見を述べ合い、話題を発展させている。

エ
反対意見をもとにそれぞれが意見を述べ合い、発表内容を確認している。

問３
話し合いの内容にふれながら、あなたの感想を述べなさい。クラスのみんなの前で話すように、四十字以上、六十字以内でまとめなさい。


　　以下はメモ欄

　

【３】岡山県
これから、「すみません」という言葉についての「話」と、それについての「問い」を、一度だけ放送します。よく聞いて、解答用紙に答えなさい。聞きながらメモをとっても構いません。
　問１

　問２

　問３


　　以下はメモ欄

　

【４】山口県

　

　問１

　問２

　問３


　　以下はメモ欄

　

【５】佐賀県１
問１
放送による質問に答えなさい。
問２
放送による質問に答えなさい。

問３
放送による質問に答えなさい。

問４
放送による質問に答えなさい。

問５
放送による質問に答えなさい。

ア
日常の表面的なつきあいを大事にしながら、心の交流を深めていくこと。

イ
おせっかいになりすぎず、さりげない言動により交流を深めていくこと。

ウ
直接声をかけあったりして、一歩踏み込んだ生身の交流をすること。

エ
パソコンのメールなどを有効に使い、いろいろな人と交流をすること。

問６
放送による質問に答えなさい。


　　以下はメモ欄

　

【６】佐賀県２
問１
山田さんのスピーチの内容を八十字以内でまとめなさい。

問２
山田さんのスピーチに対するあなたの意見を、賛成あるいは反対のいずれかの立場に立って、次の１、２の指示に従って書きなさい。

１
原稿用紙の使い方に従って書くこと。ただし、題や氏名は書かずに、一行目から本文を書くこと。し、付け加えたり、削ったりした跡を残しておいてもよい。

２
字数は、百一字以上、百二十字以内とすること。


　　以下はメモ欄

【７】鹿児島県

放送による指示に従いなさい。
　問１

　問２

　問３　


　　以下はメモ欄

【８】沖縄県


今の放送で聞いたことをもとに、後の問いに答えなさい。


質問は放送で読み上げません。
問１
先生が説明した「就業体験」の目的は何ですか。次のア～エのうちから最も適当
　　　なものを一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア
無駄遣いをなくし、お金のありがたさについて考える。

イ
身だしなみや、お客さんへの言葉遣いについて考える。

ウ
社会的に問題になっている、「ニート」について考える。

エ
働く目的や意義に気づき、自分の将来について考える。

問２
大城さんが、「就業体験」が終わって、今後気をつけようと思っていることは何で
　　　すか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア
コンビニ以外の店員にも、できるだけ励ましの声かけをすること。

イ
お客さんに限らずだれに対しても、大きな声であいさつをすること。

ウ
空き缶やペットボトルを、面倒くさがらずにゴミ箱に捨てること。

エ
だれに言われなくても、自分から進んで掃除や片付けをすること。

問３
金城さんが「就業体験」で最も苦労したことは何ですか。次のア～エのうちから
　　　最も適当なものを一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア
一歳児と五歳児では、相手の年齢により接し方が違うこと。

イ
事故が起こらないように、常に子どもの体調に気をつけること。

ウ
子どもがお昼寝をしている間に、おたより帳に記録をすること。

エ
赤ちゃんが人見知りをして、ミルクを飲んでくれないこと。

問４
男性の保育士が増えてきている理由を、金城さんは何だと言っていますか。次の
　　　ア～エのうちから最も適当なものを一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア
子ども同士で暴れ、けんかをするかもしれないから。

イ
遊び相手をする時など、男性の役割も必要だから。

ウ
体力的に女性では負担が重くなってきているから。

エ
お父さんや、お兄さんがいない家庭もあるから。

放送台本

【１】青森県
　今から、国語の、放送による検査を行います。解答用紙を出してください。問題用紙は、放送による検査が終わるまで開いてはいけません。
しかく一番が、放送を聞いて質問に答える問題です。ある中学校の国語の時間に、生徒がグループで話し合ったことについて発表をしました。これから、その中の一つのグループが発表した内容を紹介します。その後で、三つの質問をします。それを聞いて、問１、問２、問３、それぞれの欄に答えを書きなさい。発表した内容と質問は、それぞれ一回しか言いません。必要なことは、メモを取ってもかまいません。

それでは、始めます。（間３秒）

　わたしたちのグループでは、最近のニュースやテレビ番組、そして新聞記事などから話題を持ち寄りました。

　まず、Ａさんからは、「東京の桜が全部枯れるかもしれない」というニュースを見たとの報告がありました。その桜の種類は、だれもが知っている「ソメイヨシノ」でした。しかし、「ソメイヨシノ」は新しい種類で、寿命も樹木としては短く、約四十年から八十年、平均すると約六十年とされています。弱ってきている木をなんとか元気にしたいと、木のお医者さんである「樹木医」の方が、懸命に取り組んでいるというニュースでした。

二番目のＢ君からは、別のテレビ番組でも、全国の「ソメイヨシノ」が、大量に枯れる危機について特集していた、との報告がありました。そのオープニングの画面が、弘前公園の夜桜の中継だったので、興味をもったそうです。話題の中心は、ここのソメイヨシノの中に、百二十年以上を経て、まだ元気に花を咲かせている木があることだったと言います。その生命力の保たれている理由が、リンゴの木の手入れ方法だと紹介された時、Ｂ君は、誇らしい気持ちになったそうです。

　日本一の弘前公園の桜を支えているのは、青森特産のリンゴを育てるための、「」という、樹木の枝を大胆に切り落とす技術でした。もちろん、やたらに切り落とすのではなく、それこそ、木と会話するような、きめ細かな「剪定」の技術が受け継がれてきたのでした。わたしたちは「ソメイヨシノ」とリンゴのつながりを知って、とても感動しました。

このＢ君の話を引き継ぐような新聞記事について、Ｃさんから報告がありました。リンゴの剪定は、立派な実を収穫するために、花が咲く前の、花の芽がついた枝を切り落とすのだそうです。その切り落とした枝は、特に利用価値もないので、焼却処分されているとのこと。ところが、この剪定された枝は、暖めてあげれば花を咲かせるというのです。これを聞いて、わたしたちは新鮮な驚きを感じました。

　ほかの人からも、この切り落とした枝の花を咲かせるキャンペーンがあったことや、三月に桜やリンゴの枝を雪に閉じこめ、八月に花を咲かせる実験のことなどが話されました。

わたしたちは、話し合いを通して、大きな感動や新鮮な驚きを共有できることを体験しました。このことから、これからも身近なことに改めて関心を向けるようにし、考え方や感じ方をより豊かなものにしていきたいと思います。

では、質問します。

問１の問題。「東京の桜が全部枯れるかもしれない」という話題を報告したのは、Ａさん、Ｂ君、Ｃさんのうちのだれですか。書きなさい。

問２の問題。Ｂ君が誇らしい気持ちになった理由はどんなことですか。これから言う１、２、３、４の中から、最も適切なものを一つ選んで、その番号を書きなさい。

１
ソメイヨシノの平均寿命は約六十年なのに、リンゴは百二十年以上を経ても立派な実が収穫できると紹介されたから。

２
ソメイヨシノが、百二十年以上を経ても元気に花を咲かせているのは、リンゴの木の手入れ方法が生かされていると紹介されたから。

３
ソメイヨシノが全国的には枯れる危機にあるのに、青森では特産のリンゴが桜の代わりに花を咲かせていると紹介されたから。

４
ソメイヨシノの生命力を保つために、青森のリンゴを剪定した枝が、全国で有効に利用されていると紹介されたから。

問３の問題。このグループが、話し合いを通して体験したことはどんなことですか。書きなさい。

【２】島根県

ただ今から、放送による問題を行います。
（２秒おく。）

問題冊子を開きなさい。
（３秒おく。）

第一問題は、放送を聞いて答える問題です。
（３秒おく。）

これから、田中さんたちのグループで行った「言葉」についての話し合いを放送します。あなたもこの話し合いに参加しているつもりで、放送をよく聞いて、あとの問１から問３に答えなさい。

放送は一回だけです。メモを取りながら、しっかり聞きましょう。メモは、話し合いの中で何が話題になっているのかということや、話し合いがどのように進んでいるのかということに注意して取るとよいでしょう。

（３秒おく。）

それでは、２秒後に問題に入ります。
（２秒おく。）

司会
 :
これから「言葉」についての話し合いを始めます。最初に、田中さんから発表をお願いします。

田中さん :
はい。私は「虫たちの言葉」について調べました。たとえば、アリは食べ物を見つけると、あるにおいを出すのだそうです。他のアリはそのにおいをたどって食べ物の場所まで行けるのです。このにおいはアリにとっては大切な言葉になっています。




また、ミツバチは、花を見つけるとダンスをすることが知られています。まっすぐ歩いたり、クルッと回転したりすることで、仲間のハチに蜜（みつ）がある場所を教えるのです。ハチの場合は、このダンスが言葉になっています。




私は、虫たちも伝え合いをしていることに感心しました。

司会
 :
ありがとうございました。今の発表に意見はありませんか。はい、井上さん、どうぞ。

井上さん :
はい。田中さんは「虫たちの言葉」について発表しましたが、僕は賛成できません。僕は、アリやミツバチの場合は言葉とは言えないと思います。なぜなら、虫たちは声に出して話をしてはいないからです。

司会
 :
井上さんは反対の意見でしたが、山根さんはどう思いますか。

山根さん :
はい。私は、声に出して話すことだけが言葉ではないと思います。

司会
 :
発表した田中さんはどうですか。

田中さん :
はい。私は、言葉とは、自分が知らせたいことを何らかの方法で相手に伝えることだ、と考えています。だから、アリやミツバチは声に出して話をしてはいないけれど、やはり言葉を使っているのだと考えたいです。

司会
 :
井上さん、二人の意見を聞いてどう思いますか。

井上さん :
はい。言葉についての田中さんの考え方がわかりました。確かに、伝えるという点では言葉と言えると思います。

司会
 :
そうですね。では、先ほどからの皆さんの意見をもとに話題を広げて、私たち人間と虫たちの言葉の違いを考えてみましょう。……山根さん、意見をお願いします。

山根さん :
はい。たとえば、虫たちは文字を使いません。そこが人間とは違う点だと思います。

司会
 :
井上さん、どうですか。

井上さん :
はい。確かに、人間は文字を使うことで、離れている人に考えを伝えたり、記録を残したりもできますね。

司会
 :
田中さん、ほかにも違いがあるでしょうか。

田中さん :
はい。虫たちの言葉は生まれつき備わっていますが、決まったことしか伝え合うことができません。それに対して、私たち人間はたくさんの言葉を学ばなければなりませんが、その分様々なことを自由に伝え合えるのではないでしょうか。

司会
 :
なるほど。虫たちと比べることで、私たちの言葉のはたらきがわかってきましたね。

（３秒おく。）

【３】岡山県
中学生の山田春子さんは地元町内会の清掃活動にボランティアで参加した。その時の清掃活動の責任者で、いろいろとお世話になった加藤さんから、後日、電話があった。その電話での「会話」と、それについての「問い」を一度聞き、答える。
山田

もしもし、山田です。

加藤

町内会の加藤と申します。

山田

ああ、加藤さんですか。先日の町内清掃では、娘がお世話になり、ありがとうございました。

加藤

こちらこそ。実は、その清掃活動の件で、ちょっと春子さんとお話ししたいのですが。いらっしゃいますか。

山田

今呼びますので少々お待ちください。

春子

もしもし、お待たせしました。先日はお世話になりました。

加藤

いえいえ、こちらこそどうもありがとうございました。清掃活動に参加してみてどうでしたか。

春子

そうですね、今まではあまり気になりませんでしたが、案外、たくさんの空き缶が捨てられていたのに驚きました。普段から、もっと一人一人が周囲の環境に関心を持つ必要があると思いました。

加藤

そうなんですよ。実際に清掃活動をしてみると、意外に汚れているところが多いことに気付くんです。私は、一人でも多くの人が町内の美化に関心を持って、清掃活動に参加してくれるようになればと思っています。山田さんも、またこうした機会があれば、ぜひ参加してくださいね。

春子

はい、もちろんです。私も、多くの人に清掃活動に参加してほしいと思います。今度は友達も誘ってみますね。

加藤

ところで、今日は一つお願いがあってお電話したのです。実は、次回の町内会だよりに今回の清掃活動のことを載せるんですが、活動に参加した感想をぜひ山田さんに書いていただきたいのです。どうでしょうか。

春子

はあ。あまり、感想文は得意ではないので、自信がないのですが。どのくらいの分量で、いつまでに書けばいいのですか。

加藤

四百字詰め原稿用紙一枚程度で結構です。それほど難しく考えず、感じたことをそのまま書いてくださればいいですよ。

春子

じゃあ、今回の活動のまとめとして、書いてみようと思います。

加藤

ありがとうございます。あまり時間もなく無理を申しますが、どうかお願いしますね。

春子

はい。私の感想を読んで、町内の美化に関心を持って清掃活動に参加してみようという人が一人でも増えるように、がんばって書いてみます。

加藤

私もそうなってほしいと思っています。それではよろしくお願いします。

春子

はい。

加藤

では、失礼します。

春子

失礼します。

問１
感想文に関する春子さんの質問に対して、加藤さんは答えていないことが一つありますが、それは何ですか。解答欄に合うように、十字程度で書きなさい。

問２
加藤さんと春子さんの会話についての説明として最も適当なのは、①～④のうちではどれですか。
①
春子さんは、伝えられた内容は復唱して必ずその場で確認するようにしている。②
春子さんは、実際の体験に基づいて自らの考えをはっきりと相手に伝えている。③
加藤さんは、対立する考えを紹介しながら、自分の意見を効果的に伝えている。
④
加藤さんは、自分の主張する考えや意見を何度も繰り返して強調している。

問３
加藤さんと春子さんは、町内の美化に関して、ある共通する願いを述べていますが、それはどのような願いですか。解答欄に合うように、具体的に三十字以内で書きなさい。

【４】山口県

ただ今から、国語の学力検査を行います。
これから、「すみません」という言葉についての「話」と、それについての「問い」を一度だけ放送します。よく聞いて、解答用紙に答えなさい。聞きながらメモをとっても構いません。

では、始めます。

ふつう、相手と自分が同じ場所や近いところにいて呼びかけをする場合には、「すみません」を使うことが多いようです。

考えてみると、これはおもしろいことです。「すみません」は謝るときに使われる言葉だからです。もちろん、本当に謝っているわけではありません。

では、なぜ「すみません」なのか。相手に呼びかけるとき、相手のじゃまをするかもしれないといった気配りがあるからです。相手の家に入るときなどは「失礼します」のような表現を使うことがありますが、これも、相手の領域に入って多少なりとも相手を煩わせることを謝る表現になっている点で、同じ発想だと言えます。

人には領域がありますが、その領域へ入ったり、その人の注意を引きつけたりすることは、その人を煩わせることでもあると言えます。このように、相手の領域に出入りをする場合、それについて謝ること自体が呼びかけ表現になっているわけです。

これから、「問い」に移ります。

問１
｢話」の中で、「すみません」は、もともとどのようなときに使われる言葉だと述べていましたか。答えを解答欄に書きなさい。

問２
｢話」の中で、「すみません」と同じ発想で使われる言葉の例として、何があげられていましたか。答えを解答欄に書きなさい。

問３
｢話」の中で、呼びかけ表現として「すみません」を使うのは、相手に対してどのようなことを気づかっているからだと述べていましたか。「領域」という言葉を用いて、解答欄に書きなさい。
【５】佐賀県１

それでは解答用紙と問題用紙の一ページ目を開いて、解答用紙に受検番号を書きなさい。


（約８秒休止）
〔チャイムの音一つ〕

これから、放送による聞き取りテストを行います。放送を聞きながらメモをとってもかまいません。

これから放送するのはクラスで行われたスピーチと、それを聞いた級友がグループ内で感想を述べ合っている場面です。

登場人物は発表者の男子生徒さんと、感想を述べている女子生徒さん、男子生徒さんです。

一回しか放送しませんのでよく聞いてください。

それでは始めます。

（ナレーション）最初は、発表者の青木さんのスピーチです。

（青木）みなさんは本当の「やさしさ」についてどう考えますか。先日、友人のさんと話していて、電車の中でお年寄りに席を譲ることについての話が出ました。田中さんは次のように言いました。「お年寄りならにでも席を譲るというのはどうだろうか。例えば、その人が自分はまだ若いと思っているのに、席を譲るのはかえって失礼ではないか。もし席を譲って欲しいと言われればすぐにでも席を譲るのだが、そうでなければ、お年寄りが立っていても、自分は気づかないふりをして読書を続けるだろう。つまり、相手を年寄り扱いしないのが自分にとってのやさしさであり、相手の気持ちを考えて深入りしないのが思いやりのある態度だ」というのです。この話を聞いて、私は「やさしさ」とは何かということについて考えてみました。

たしかに、自分をまだ若いと思っているお年寄りはいると思いますし、健康のために立っているという人も多いと思います。ですから、田中さんのように、相手の気持ちを察して、あえて席を譲らないというのもやさしさの一つの形かもしれません。

しかし、それが本当の「やさしさ」といえるでしょうか。本当の「やさしさ」とは相手とかかわり合うことによって初めて生まれてくると思うのです。相手と接することで相手の気持ちに配慮し、自分の思いを相手にはっきりと分かる形で行動に移すことこそが大切なのだと思います。ですから、田中さんはたとえ断られることになっても、「座りませんか」と声をかけるべきではないでしょうか。声をかけあうことからお互いの心の交流が始まり、「やさしさ」も伝わっていくのだと思います。

（ナレーション）この後、あるグループでは、青木さんのスピーチに対して、女子生徒の山口さんと男子生徒の中島さんが感想を述べ合っています。

（山口）青木さんのスピーチは、最初にテーマをはっきりと示していたから、分かりやすくてよかったね。

（中島）声の大きさや話すスピードもちょうどよかったので、とても聞きやすかったと思うよ。

（山口）それに、友人の田中さんの意見を完全に否定してしまうのではなく、認めるところは認めたうえで、自分の意見を言っているところがよかったね。できれば、発表者の青木さん自身が考える本当の「やさしさ」について具体例を挙げて説明してくれていたら、もっといいスピーチになっていたと思うな。

（中島）それにしても、やさしさを形にして伝えるのはなかなか難しいね。この前、僕がお年寄りに席を譲ろうとしたら、不機嫌な顔をされたんだ。

（山口）席を譲らないのは、断られて傷つくのがいやだったり、まわりの目が気になって恥ずかしいからだと思う。それに今は、電子メールやチャットを利用する人が増えて、直接会わなくても気軽にコミュニケーションができるから、生身の人間との触れ合いが少なくなっている気がする。でも、こんな時代だからこそ、面と向かって声に出して言葉を交わすことが大切じゃないかな。たとえばあいさつしてもらうだけでも、「ああ、この人から気にかけてもらっているなあ」ってうれしくなるもんね。お互いの言葉のやりとりがないと、気持ちもなかなか伝わらないと思うよ。

（中島）そうだね。メールやチャットを使ったコミュニケーションも便利だとは思うけど、言葉を直接かけあったほうがいいよね。僕たちはいろんな人とかかわりながら生活しているわけだし、言葉を交わし合い、行動で示していく、そういう直接的な交流を通して本当の「やさしさ」が生まれてくるんだよね。生身の人間との触れ合いがないところには心の交流も生まれてこないし、傷つくのをおそれて人とのかかわりを避けようとするかもしれないからね。ある意味、おせっかいも必要かもしれない。今の世の中は表面的な付き合いが多くなってきているからこそ、一歩踏み込んだ人間関係が大切で、そこから本当の「やさしさ」が生まれてくるんだよね。


〔チャイムの音一つ〕

これから質問に移ります。質問は一回しかしません。答えはすべて解答用紙に書きなさい。それでは始めます。

問１
青木さんのスピーチの中に出てきた田中さんの考えはどのようなものでしたか。これからア・イ・ウ・エの四つの文を二回ずつ繰り返して読みます。その中から答えとして最も適当なものを一つ選び、その記号を書きなさい。


（約２秒休止）

ア
相手に気を遣わせないために、何もしないのがやさしさである。

〈繰り返し〉


（約２秒休止）

イ
相手の気持ちを察して、あえてかかわらないのもやさしさである。

〈繰り返し〉


（約２秒休止）

ウ
相手の存在を一向に気にかけないこともやさしさである。

〈繰り返し〉


（約２秒休止）

エ
どんな形であれ、気持ちを行動に移すことがやさしさである。

〈繰り返し〉


（約５秒休止）
〔チャイムの音一つ〕

問２
発表者の青木さんは、友人の田中さんの言葉からどのようなことを考えましたか。これからア・イ・ウ・エの四つの文を二回ずつ繰り返して読みます。その中から答えとして最も適当なものを一つ選び、その記号を書きなさい。


（約２秒休止）

ア
田中さんのように、相手の気持ちを推しはかることがとても大切なことである。〈繰り返し〉


（約２秒休止）

イ
やさしさの表現はさまざまなので、こうすべきだと決めつけることはできない。

〈繰り返し〉


（約２秒休止）

ウ
断られるのが嫌だからといって、相手に声をかけないのはやさしさとはいえない。

〈繰り返し〉


（約２秒休止）

エ
やさしさとは相手の気持ちを考え、自分の思いを行動で表すことである。

〈繰り返し〉


（約５秒休止）
〔チャイムの音一つ〕

問３
女子生徒の山口さんは、青木さんのスピーチを、どうすることでもっとよくなると話していましたか。解答欄にあうように簡潔に書きなさい。


（約四十秒休止）
〔チャイムの音一つ〕

問４
山口さんは、電車の中で席を譲らない理由として、どのようなことをあげていましたか。これからア・イ・ウ・エ・オの五つの文を二回ずつ繰り返して読みます。その中から答えとして適当なものを二つ選び、その記号を書きなさい。


（約２秒休止）

ア
相手に断られて傷つくのが嫌だ。〈繰り返し〉


（約２秒休止）

イ
席を立つのは相手に対して失礼だ。〈繰り返し〉


（約２秒休止）

ウ
自分も疲れているので立ちたくない。〈繰り返し〉


（約２秒休止）

エ
まわりの目が気になって恥ずかしい。〈繰り返し〉


（約２秒休止）

オ
相手のことを考えてわざと立たない。〈繰り返し〉


（約５秒休止）
〔チャイムの音一つ〕

問５
男子生徒の中島さんは、本当のやさしさはどうすることで生まれると言っていますか。答えとして最も適当なものを問題用紙のア・イ・ウ・エの中から一つ選び、その記号を書きなさい。


（約二十五秒休止）
〔チャイムの音一つ〕

問６
これから放送する内容は、山口さんたちの感想を聞いたうえで、青木さんが本当のやさしさについてまとめたものです。二回繰り返して放送します。その内容を六十五字以内で要約しなさい。
　なお、この問いで「放送による聞き取りテスト」は終わりです。解答が終わったら、ほかの問題に進みなさい。
それでは始めます。

　本当のやさしさとは、相手の立場や気持ちを察したうえで、直接、行動として示すことである。さまざまなコミュニケーションの手段が存在する現代において、人間関係が表面的で希薄になっている状況が増えつつあるからこそ、生身の人間との触れ合いや心の交流が大切であり、そこから本当のやさしさは生まれてくるのである。

繰り返します。

〈繰り返し〉

【６】佐賀県２

それでは解答用紙と問題用紙の一ページ目を開いて、解答用紙に受検番号を書きなさい。


（約１秒休止）


〔チャイムの音一つ〕

これから、放送による聞き取りテストを始めます。放送を聞きながらメモをとってもかまいません。

では、中学生である山田さんのスピーチを二回放送します。よく聞いて、次の問１、問２の問題に答えなさい。

問１
山田さんのスピーチの内容を八十字以内でまとめなさい。

問２
山田さんのスピーチに対するあなたの意見を、賛成あるいは反対のいずれかの立場に立って、次の１、２の指示に従って書きなさい。

１
原稿用紙の使い方に従って書くこと。ただし、題や氏名は書かずに、一行目から本文を書くこと。し、付け加えたり、削ったりした跡を残しておいてもよい。

２
字数は、百一字以上、百二十字以内とすること。


（約２秒休止）

それでは始めます。

近ごろ、書店で日本語に関する本を集めたコーナーが設けられるなど、美しい日本語や正しい言葉遣いへの関心が高まっています。

そのような日本語ブームの背景には言葉の乱れがあると思います。たとえば「見れる」「出れる」「来れる」といった「ら抜き言葉」や「すごい」という意味で用いる「やばい」などの言葉です。

しかし、もともと美しい日本語や正しい言葉遣いというものがあるのでしょうか。「この言葉は美しい」、「この遣い方は正しい」といったものが独立して存在しているわけではありません。美しい言葉や正しい言葉は、その時々の人と人との関係から生まれてくるものです。たとえば、「だめねぇ」という言葉でも、母親が子どもをたしなめる場面で用いられれば、相手を優しく包み込む美しい言葉となります。ですから、言葉の乱れや言葉遣いに目を向けるより、人間関係を深めるためにも、言葉に気持ちや感情を込めて伝えることが大切なのです。私は、言葉遣いが多少おかしくても、気持ちがこもっていればいいのではないかと思います。

繰り返します。


〈繰り返し〉

これで、放送は終わりです。書き終わったら、ほかの問題に進みなさい。

【７】鹿児島県


（実施時間　約八分十秒間）

〈チャイムの音三つ〉

これから、国語の聞き取りテストを行います。問題は一度だけ放送します。では、解答用紙を開きなさい。問題用紙は裏返しにして、メモを取る際に活用しなさい。

（約３秒間休止）

それでは今から、二人の中学生、太郎さんと花子さんの意見文を読み上げます。その後、二人の意見に関する三つの質問を放送します。よく聞いて各問いに答えなさい。

（約４秒間休止）

まず、太郎さんの意見文を読みます。
（約２秒間休止）

今回のテーマ、「知らない言葉に出会ったらどうするか」に対するわたしの答えは、国語辞典で意味を調べるということです。わたしがこの方法を取る理由は、次の二つです。まず一つ目は、国語辞典で調べると、言葉の意味はもちろんのこと、その言葉のもつ背景や成り立ちまでが分かるからです。先日、国語の教科書に「五十歩百歩」という言葉が出てきました。「五十歩百歩」の意味が曖昧だったわたしは、早速国語辞典で調べました。すると、「似たり寄ったりで、あまり違いのないこと」という意味だけでなく、中国の故事から生まれた言葉だということも知ることができました。

国語辞典で調べる二つ目の理由は、調べる言葉だけでなく、関連のあるほかの言葉についても詳しく理解することができるからです。わたしは国語辞典で調べたら、調べた言葉の近くにあるほかの言葉の説明についても読むようにしています。

これからも国語辞典を上手に活用し、たくさんの言葉を身に付けていきたいと思っています。

（約２秒間休止）

次に、花子さんの意見文を読みます。
（約２秒間休止）

「知らない言葉に出会ったらどうするか」というテーマに対するわたしの答えは、前後のつながりや使われている場面から、自分で意味を考えるということです。わたしがこの方法を取る理由は二つあります。まず一つ目は、わたしたちが知らない言葉に出会う場面では、手元に国語辞典がなく、すぐには意味を調べられないことが多いからです。

二つ目の理由は、前後のつながりや使われている場面から言葉の意味を考えると、その言葉の意味はもちろんのこと、日常の使い方まで思い浮かべることができるからです。先日ある新聞に、「背水の陣を敷く日本チーム」という見出しがありました。記事の内容からわたしは、「背水の陣」とは「もうこれ以上負けられない覚悟で試合に臨む」意味だと考えました。そして、「背水の陣」という言葉の使い方まで想像することができました。

これからも、国語辞典に頼る前に、前後のつながりや使われている場面から、言葉の使い方や意味を見抜く力を身に付けていきたいと思います。

（約３秒間休止）

それでは問いに移ります。

問１
太郎さんと花子さんの二人は、どのようなテーマで意見文を書きましたか。解答欄に合うよう、（　　　）に適当な語句を書き入れなさい。

（約十秒間休止）

問２
話の中で、太郎さんと花子さんはどのような意見を述べましたか。これから読み上げるア～エの中に、正しいものが一つあります。正しいものには、解答欄の「正」に○印を、正しくないものには、解答欄の「誤」に○印をつけなさい。なお、ア～エは繰り返して放送します。

ア
太郎さんは、「五十歩百歩」という言葉が中国の故事から生まれた言葉であると聞いて、早速国語辞典で調べたと述べた。

イ
太郎さんは、多くの言葉を身に付けるためには、国語辞典はもとより、たくさんの本を手元に置くことが大切であると述べた。

ウ
花子さんは、いつでも言葉の意味や使い方が調べられるよう、日ごろから国語辞典を持ち歩くことが大切であると述べた。

エ
花子さんは、新聞で「背水の陣」という言葉に出会った時、国語辞典に頼る前に自分で意味や使い方を考えたと述べた。

（約３秒間休止）

繰り返します。（選択肢のみ繰り返す。）

（約６秒間休止）

問３
あなたは、太郎さん、花子さんのどちらの意見に賛成しますか。解答欄の「賛成する人」の欄に、太郎さんに賛成なら「太郎」に○印を、花子さんに賛成なら「花子」に○印を付けなさい。また、あなたの「賛成する人」が述べた「理由」を一つ、解答欄に書きなさい。

（約三十秒間休止）

〈チャイムの音三つ〉

これで、聞き取りテストを終わります。次の問題に進みなさい。

【８】沖縄県
（チャイム二点）

受検生の皆さん、おはようございます。これから次のチャイムが鳴るまでの約一分間は、各検査場の音量を調整するためのものです。各検査場の音量はいかがですか。今聞こえている音量は、次に行われる「聞き取り検査」の音量と同じです。もし、よく聞き取れない検査場がありましたら、すぐ、放送係へ連絡してください。連絡がなければ、すべて良好なものとして、そのまま放送を続けます。

では、これで調整のための放送を終わります。

（チャイム三点）

これから国語の「聞き取り検査」を行います。これは、放送を聞いて、後で設問に答える問題です。必要なことはメモをとってもかまいません。放送が終わるまで、問題を開いてはいけません。


（間二秒）

今から、ある学級での報告会の様子を聞いてもらいます。まず、先生の話から始まります。

（先生）今日は、先日行われた「就業体験」について報告をしてください。「就業体験」は、「インターンシップ」ともいいましたね。目的は、短期間ではありますが仕事を体験することにより、働く目的や意義に気づいたり、自分自身の将来像を考えたりすることです。では、大城さんから始めてください。

（大城）わたしは、町内にあるコンビニエンスストアで働きました。レジでお客さんの対応をするだけなので、楽だと思って希望したのですが、実際には掃除や棚の整理など、お客さんがいない時も、とても忙しかったです。あいさつも最初は恥ずかしくて小さな声しか出せませんでした。でも、大きな声で「ありがとうございました。」と言った時、お客さんに「がんばってね。」と書われて、その時はとても嬉しくなりました。

嫌だったのは、掃除をしている時ゴミ箱がちゃんとあるのに、ペットボトルや空き缶をそのまま置いている人がいて、それを片付けたことです。以前わたしも、面倒だったりみんながやっているからと、そのままにしたことがありますが、自分のしたことが、だれかに迷惑をかけているとわかりました。これからは、気をつけたいと思います。

（先生）次は金城さん、お願いします。

（金城）わたしは、保育園に行きました。もともと子どもと遊ぶことが好きなので楽しく体験できました。お遊びやお昼寝など、一日のスケジュールはきちんと決まっているのですが、最初はとまどって、言われたことをやるだけでした。でも、二・三日たつと慣れてきて、自分で考えて行動することができました。

わたしが一番苦労したのは、一歳児と五歳児の接し方の違いです。一歳児は人見知りをするので、抱っこしてもミルクを飲ませても泣いて、わたしも泣きたい気分でした。五歳児は人なつこくてすぐに仲良くなれたのですが、その分、動きも激しく、目が離せません。家に帰るとぐったりしました。でも子どもが好きだし、慣れてきて名前を覚えてもらったり、抱きつかれたりすると、疲れも吹き飛ぶ感じでした。保育士は、子どもが好きだということがとても大切な条件だと思いました。また、保母さん達が、子どもの体調や、事故に気をつけているのが感じられ、保育士は大変な責任を負っていることがわかりました。子どもがお昼寝をしている間も、おたより帳に記録をしていて、けっこう大変だと感じました。以前は、保育士は女性の仕事と言われていたそうですが、今では、男性の保育士も増えてきています。活発な遊びをする時など、お父さんやお兄さんの役割も必要だそうです。就業体験に行って、大変だったけど、自分の進路を真剣に考えるようになって良かったと思います。わたしは、子どもたちに信頼される、責任感ある保育士を目指して頑張りたいと思います。

（先生）二人ともありがとうございました。大城さんも金城さんも、良い体験をしましたね。

ところで、みなさんは「ニート」という言葉を知っていますか。働くことも、勉強のために学校に通うこともしない人のことです。

若い人に増えていて、社会的な問題になっています。確かに仕事は楽しいだけではありません。人間関係で苦しんだり、自分に合っていないと悩んだり、いろいろなことがあるでしょう。でも、二人のように、お客さんに励まされたり子どもの笑顔にいやされたりと、やりがいもあるのです。仕事によって成長する場合もあります。何のために働くか、何が自分に向いているのか、好きな仕事に就くためには何が必要か、これをきっかけに考えてみましょう。


（間二秒）

これで、放送は終わりです。それでは問題用紙を開いて、各設問に答えてください。質問は放送で読み上げません。

国語リスニング解答例

【１】青森県

問１
Ａさん


問２
２

問３
大きな感動や新鮮な驚きを共有できること。

【２】島根県

問１
イ

問２
ウ

問３
（例）私たちは文字を使うことで、多くのことを自由に伝え合えます。だからこそ、正しい言葉づかいや表現を心がけるべきだと思います。

【３】岡山県

問１
感想文を　いつまでに書けばよいか　ということ。

問２
２

問３
町内の美化に関心を持ち、清そう活動に参加する人が増えてほしいという願い。

【４】山口県

問１
謝るとき

問２
失礼します

問３
相手の領域に入ることで相手をわずらわせてしまう（相手のじゃまをしてしまう）こと。

【５】佐賀県１

問１
イ

問２
エ

問３
具体例を挙げて説明する
こと。

問４
ア
エ


問５
ウ

問６
本当のやさしさとは、相手の立場や気持ちを察して、直接、行動に移すことであり、生身の人間との触れ合いや心の交流から生まれてくる。

【６】佐賀県２

問１
言葉の乱れを背景に日本語への関心が高まっているが、言葉は人と人との関係から生まれるものだから、多少の乱れを気にするより、言葉に気持ちや感情を込めるほうが大切だ。

問２
言葉は時代や場所によって、意味や使い方が変化するものなので、一概に乱れているとは言い難い。したがって、山田さんの言うように、日本語の乱れに目を向けるより、言葉に気持ちや感情を込めること、よりよく内容を伝えることを重視すべきだと思う。

　私は正しい言葉遣いをすべきだと思う。なぜなら、文学作品の中にあるすぐれた表現などは、時代を超えて伝わっていくものであり、きちんと受け継がれていかなければならないものだ。そのためにも、私たちは普段から美しい日本語を使うよう心がけるべきである。

【７】鹿児島県

問１
知らない言葉に出会ったら
どうするか

問２
ア誤
イ誤
ウ誤
エ正

問３
(例)
太郎「言葉の背景や成り立ちが分かるから。」



　　「関連するほかの言葉も理解することができるから。」など


花子「手元に国語辞典がないことが多いから。」



　　「日常の使い方まで思い浮かべることができるから。」など
【８】沖縄県

問１
エ

問２
ウ

問３
ア

問４
イ
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